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帰木を用意する。これを、Π1, …, Πmとしよう。そして、Π1, … , Πmのそれぞれについて最小のツ
リースコアを与えるαをあらかじめ用意しておく。以下、それらをα1, …, αmとよぶ。そのうえで、
全てのデータを、「訓練データ」（回帰木を構築するためのデータ）９割と「テストデータ」１割に
分割し、訓練データでさらに別の回帰木n個を構築し（π1, … ,π n）、それらn個の回帰木をテスト
データに適用して、残差平方和を計算する。こうして、最小の残差平方和を与える回帰木を特定す
る（π*）。ついで、こうして特定された回帰木のツリースコアを最小とするαをα1, …, αmなかから
選び（α*）、記録しておく。
　次に、先ほどとは異なる１割のデータをテストデータ、残りを訓練データとし、先ほどと同じよ
うに、最小の残差平方和を与えるαを記録する（α**）。これを10回繰り返して得る、そうしたα
（α*, α**など）の中から最も平均的に良いものを最終的なαとして採用し、このαを用いたツリー
スコアが最小になる回帰木Πを最終的な回帰木として用いることにする。このような手法を10-fold 
cross validationと呼ぶ。
　さらに詳しい説明は、荒木（2014）、Muller and Guido（2017）などを参照されたい。
17) 例えば、リーフには最低ℓ個のデータが存在しなければならないという条件のもとで、残差平方和が
最小になるようなｘの分割を進めた結果、得られる回帰木のこと。
